
令和 1 年 10 月 25 日付  令和元年 9 月定例会における予算・決算特別委員会反省会指摘事項                       R2.6.29 

No. 課題 課題を踏まえた対応 令和 2 年特別委員会対応（案） 

1 

（議案質疑） 

・議場での議案質疑ですべて行うべきでは。 

・資料要求をもとに質疑でき、分科会が充実する。 

・議場での質疑はもっと多くなるべき。 

議場での議案質疑と分科

会での質疑は性質が違うの

で、議案質疑を行った上での

質疑は良い。 

・議案質疑については、令和元年度同様とし、特別委員会に付託された議案は、

すべての議員が質疑できることとする。【共通】STEP-4 

・議案質疑は特別委員会の議論を充実させるための論点整理という観点で行うこ

とを意識する。【議会】STEP-4 

2 

（分科会～全体会日程） 

・委員長、分科会長が大変だった。 

・分科会長報告作成の時間が短い。 

・分科会長報告は簡略化で良いと思う。 

11 月定例会から、討論締

め切りを考慮し、全体会日程

を早めた。また 11 月定例会

から、特別委員会後に常任

委員会を開催することとした。 

・審査日程は、これまで同様に委員長、分科会長報告の作成時間を考慮したも

のとする。【議会】STEP-5                     【議会】STEP-5 

・委員長報告は必要最低限の内容とし、業務負担の軽減を行う。↗ 

・報告書作成時に会議録が間に合わないことを踏まえ、必要に応じ音声データを

提供する。【議会】STEP-5 

・自動文字起こしの支援については、市当局の動向を確認しつつ、報告書作成の

支援を検討する。【議会】STEP-5 

3 

（重要案件選定） 

・重要案件一覧表の提出時期、量を再考願う。 

・シートを見て初めて分かることがあった。 

・5 事業でもはずれがある。 

今後も 9 月定例会で同様

の手法をとるか、検討する。予

算編成について 2 月定例会

で説明を求める。 

・重要案件一覧表入手時期、選定事業数等を執行当局と協議し、効果的な重

要案件選定ができるようにする。【共通】STEP-1 

・決算審査～予算編成までのフローを示し、委員への意識付けを行う。↓ 

【議会】STEP-1 

4 

（提言の取りまとめ） 

・事前調整しすぎて、本番で意見が出なくあることは避

けたい。 

1 委員 1 回発言を行う。 ・正副分科会長会議等で、決算審査のスケジュールおよび、審査の内容について

十分な説明を行い、非公式会議の役割を明確にする。【議会】STEP-1 

 

5 
（特別会計の審査） 

・特になし 

9 月定例会と同様にする。 特になし 

6 

（その他） 

・当局、事務局の仕事量の変化を検証すべき。 

・選定した事業は委員会討議を行うべき。 

・閉会中の常任委員会での説明が詳しすぎるので、閉

会中常任委員会での報告を適度にとどめる必要が

ある。 

事務局の仕事量について

は、今後検証する。 

・正・副委員長、事務局、執行当局窓口の 3 者打合せで、昨年の業務内容を

振り返り、令和 2 年度の決算審査事務量の確認を行い、必要に応じて対応策

を協議する。【共通】STEP-1 

・閉会中の常任委員会での説明内容については、都度確認をしながら執行当局

との調整を行う。【共通】STEP-2 

資料４ 



令和 2 年 6 月 1 日付  予算・決算の審査に関する調査研究（最終報告）に記載された課題と対策                             R2.6.29 

No. 課題 対策 令和 2 年特別委員会対応（案） 

1 決算から予算への流れが定着すれば、充実した

委員会討議が期待できる。 

決算審査では、予算審査へ繋がることを意識する。 ・決算審査～予算編成までのフローを示し、委員への意識付

けを行う。【議会】STEP-1 

2 委員会審査が煩雑とならないよう、委員会審査

を工夫する必要がある。 

委員会の審査手法を議論し、当局からもわかりやす

い審査に努める。 

・他市の事業評価シート等を参考し、重要事業の絞り込みに

活用することなどの試行に取り組むこととしたい。【共通】STEP-2 

3 分科会と全体会の役割を精査し政策提言に繋

げ、意味のある活動としたい。 

分科会と全体会の役割を見える化する。 

 

・業務フローに、分科会、全体会の役割を明記する。↓ 

                         【共通】STEP-1 

4 会派の視察で学んだ先進事例を、委員会の中

で情報共有すべきである。 

分科会、全体会で情報共有するよう、委員長より

情報提供の依頼を行う。 

・重要案件選定時、政務活動の研究報告書を各自持ち寄

り、情報提供に努める。【議会】STEP-2 

5 全体会への当局参加を検討すべきである。 全体会へは当局参加を求めないとの条件で設置し

たが、今後委員会内で協議を重ねる。 

・当局への発言は分科会委員に全権委任し、全体会では議

員間討議に集中することを全体会で確認する。【共通】STEP-4 

6 全体会審査の際、担当部署が全体会へ出席し

て説明をすべきと思う。 

当局との協議が必要である。 ・全体会は議員間討議に集中すべきと考える。執行当局から

全体会での説明を求められた場合は、都度議会内で協議

し、対応方法を決定することが適当との方針で審査に臨むこ

ととしたい。【共通】STEP-4 

7 日程について付託されてから全体会審査まで時

間がなく、審査までに調査しきれなかった。 

全体会開催を極力最終日近とするよう検討する

が、委員長報告作成日程も考慮する必要がある。 

・本件は予算審査に対し出された課題であるが、決算審査に

際しても、極力事業評価シート入手の前倒しを執行当局に

求める。【共通】STEP-1 

8 予算に係る事業評価シートが、上程時に参考

資料としてあれば、質疑の短縮につながる。 

事業評価シートは当局にて取り組んでいる最中であ

る。 

・事業評価シート作成は、第 2 次総合計画後期（R4 年

度）目標のため、現状を確認する。【共通】STEP-1 

9 今後においても当委員会の審査手法で進め、

当局の理解、協力を得て進めるべき。 

常に理解が得られるよう、情報の発信、協議していく

必要がある。 

・他市の事例を参考として、審査日程を何段階かに分けた

「STEP●」との表現を検討する。【共通】STEP-1 

 


